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運用報告書（全体版） 
第６期（決算日 2022年１月25日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「りそなラップ型ファンド（安定型）/（安定成長型）/（成長型）」は、2022年１月25日に第６期の決算を
行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

りそなラップ型ファンド 
（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
愛称：R246（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 
愛称：R246（安定型） 

 

 
第６期（決算日 2022年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託
証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長
期的な安定性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（安定型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（安定型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
２期(2018年１月25日) 10,567 0 3.8 26.8 0.9 65.0 6.1 22,683 
３期(2019年１月25日) 10,330 0 △2.2 15.8 0.8 76.4 6.1 25,807 
４期(2020年１月27日) 10,764 0 4.2 13.1 2.3 77.3 6.0 30,465 
５期(2021年１月25日) 11,028 0 2.5 13.2 2.4 76.8 5.9 42,570 
６期(2022年１月25日) 11,121 0 0.8 16.5 0.8 73.6 7.7 55,845  

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2021年１月25日 11,028 － 13.2 2.4 76.8 5.9 

１月末 11,033 0.0 13.0 2.6 77.4 6.0 
２月末 10,911 △1.1 13.0 2.2 77.9 6.0 
３月末 11,059 0.3 16.5 1.4 74.0 7.9 
４月末 11,078 0.5 16.3 1.4 73.1 8.1 
５月末 11,135 1.0 16.7 1.3 73.3 8.0 
６月末 11,209 1.6 16.3 1.6 72.3 8.0 
７月末 11,294 2.4 16.7 0.9 72.5 8.0 
８月末 11,347 2.9 16.9 1.0 72.4 8.0 
９月末 11,271 2.2 16.3 1.5 73.6 8.0 
10月末 11,368 3.1 17.4 0.8 73.0 8.2 
11月末 11,312 2.6 16.7 1.0 72.1 7.9 
12月末 11,364 3.0 17.1 0.9 73.2 8.1 
(期  末)       

2022年１月25日 11,121 0.8 16.5 0.8 73.6 7.7  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○運用経過 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末11,028円から当期末11,121

円となり、93円の値上がりとなりました。特に先進国株式と先進国リートが基準価額の主な値上がり要因とな

りました。 

投資対象とする資産の当期間の値動きは、先進国リート、先進国株式、国内リート、国内株式、先進国債券

（為替ヘッジなし）が上昇した一方、先進国債券（為替ヘッジあり）、新興国株式、国内債券、新興国債券は下

落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、主要海外金利の上昇や、

日銀の長期金利変動許容幅の拡大観測の強まりを背景に、長期金利は一時0.1％台後半まで上昇しました。期

央には、度重なる緊急事態宣言の発令・延長による景気回復の後ずれ懸念の高まりから、国内の金利水準は低

下しました。期末にかけて、主要国中央銀行の金融政策正常化の前倒し観測の影響を受けて、国内の長期金利

は水準を切り上げました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期前半は、新型コロナワクチン

の接種進展に伴う景気見通しの改善期待から主要国金利は上昇しました。その後、世界的な新型コロナウイル

ス変異株の感染拡大による景気回復の後ずれ懸念の高まりから金利が低下する場面も見られました。期末に

かけて、米国を中心に高インフレ環境の長期化懸念等に伴う中央銀行による早期利上げ観測が強まり、長期金

利は上昇しました。ドイツでは、10年国債利回りが2019年以来となる０％を上回る局面も見られました。 

 

新興国債券市況 

新興国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。新型コロナワクチンの普及見通

しに不透明感が残る中、期後半には、資源価格上昇や通貨安進展などによるインフレ高進を受けて、金融政策

の引き締めが進みました。地域別では、南アフリカでは財務状況の改善を受けて債券格付け見通しが改善する

中、期末にかけて政策金利の引き上げが進み、長期金利は上昇しました。ブラジルではインフレ高進を受けて

期を通じて中央銀行は利上げを進め、金利は上昇基調となりました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、新型コロナワクチンの接種進展や堅調な企業

業績が支援材料となり、日経平均株価は約30年ぶりに30,000円台を回復しました。その後、度重なる緊急事態

宣言等の発令・延長による景気回復の後ずれ懸念の高まりから、上昇圧力に乏しい展開が続きました。2021年

９月には菅首相（当時）の次期自民党総裁選挙への不出馬表明をきっかけに一時騰勢が強まる場面も見られま

したが、期末にかけてＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）をはじめとする主要国中央銀行の金融政策正常化加速

に伴い、上昇幅を縮小しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は大規模な財政・金融支援策継続や新型コロ

ナワクチンの接種進展が支援材料となり、先進国株式は上昇基調となりました。期後半には、新型コロナウイ

ルス変異株の感染拡大による景気回復の後ずれ懸念から変動率が一時高まりましたが、堅調な企業業績を背

景に上昇基調を維持しました。期末にかけて、世界的に経済活動の正常化が進む中で米国を中心に高インフレ

環境の長期化懸念等に伴う早期利上げ観測を受け、金利動向に敏感な大型成長株を中心に売り圧力が強まり、

上昇幅を縮小しました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して下落しました。新型コロナワクチンの普及見通しに不透明感が残る

投資環境 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

中、金融政策支援の縮小などから下落しました。地域別では、指数構成比率の高い中国では経済減速が続く中、

大手不動産会社の債務不安問題や金融市場への規制強化懸念の強まりから株式市場は変動率の高い展開とな

りました。台湾では、主要国の金利上昇圧力が逆風となる中、世界的な半導体需要の強さを支援材料に上昇し

ました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、新型コロナワクチンの接種進展や主要国

の大規模な財政・金融支援策継続が支援材料となり上昇しました。期後半は、経済活動の正常化が進む一方、

主要国の金利上昇が嫌気され、徐々に水準を切り下げました。期末にかけて、主要国における金融政策正常化

の前倒し観測から東証リート指数は上昇幅を縮小しました。用途別指数では、期末にかけて新型コロナウイル

ス変異株の感染拡大を受け、オフィス指数の下落が目立ちました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、大規模な財政・金融支援策継続や新型

コロナワクチンの接種進展が支援材料となり上昇しました。セクター別では、感染抑制に伴う行動制限緩和期

待からホテル・娯楽・リゾートセクターの上昇が目立ちました。その後も、経済活動の正常化進展を支援材料

に上昇基調を維持しました。期末にかけて、米国を中心とする主要国中央銀行の金融政策正常化観測の強まり

を受けた主要国金利上昇が嫌気され、期末にかけて上昇幅を縮小する展開となりました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期前半は、米長期金利上昇が主導する形で期初時点の１米ドル＝104円台から110円台近辺

まで円安が進みました。期後半は、世界的な株式市場の不安定化に対して円が選好される場面も見られました

が、米国における高インフレ環境の長期化懸念からＦＲＢによる利上げ前倒し観測が強まり、一時は2017年１

月以来となる１米ドル＝116円台まで米ドル高円安が進行しました。 

ユーロに対して、期前半は、ユーロ圏地域のワクチン接種加速や欧州復興基金の運用開始に伴う景気回復期

待からユーロ高円安が進みました。期後半には、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が利上げに慎重な姿勢を維持したこ

となどを受けて、ユーロ高円安の動きは一巡しました。 

新興国通貨は円に対しては通貨高となり、米ドルに対しては通貨安となりました。地域別では、中国は過去

最大規模の貿易収支黒字が元高圧力の要因となる中、対米ドル、対円ともに元高が進みました。トルコは2002

年以来の高インフレ環境にも関わらず、2021年９月以降、利下げを余儀なくされたことが嫌気され、対米ドル

では12月に過去最安値を更新しました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性を重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 
  

当ファンドのポートフォリオ 
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基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2021年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。次回の見直しは2022年３月頃を予定しています。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式、国内リー

トの魅力度を引上げ、国内債券、国内株式、先進国リートの魅力度を引下げとしていました。 

期中において、主要国・地域のマクロ分析や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変

更を実施しました。当期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、国内株式、国内リートの魅力度

を引上げ、国内債券、先進国株式、先進国リートの魅力度を引下げとしています。魅力度を変更する資産の配

分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。また、ベンチマークとの連動性を高めるため、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 
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ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しま

した。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しまし

た。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2021年１月26日～ 
2022年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,120  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な安定性を重視した成長を目指して運用を行います。各マザーファンド

受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保コールＯ／Ｎ物

レート（確報））＋２％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファン

ド全体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて

運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2022年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

分配金 
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ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 74  0.660  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (34)  (0.308)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (34)  (0.308)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.002   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.025   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.016)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 77   0.691    

期中の平均基準価額は、11,198円です。  
 

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.69％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○売買及び取引の状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 9,069,034 12,579,000 5,868,398 8,561,000 

ＲＭ国内リートマザーファンド 2,312,858 3,243,000 2,393,684 3,297,000 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 5,193,877 9,165,000 6,688,681 11,398,000 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 225,719 370,000 57,609 97,000 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 3,688,581 4,192,000 2,751,422 3,213,000 
ＲＭ国内債券マザーファンド 1,959,587 2,061,000 224,454 236,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 865,583 942,000 973,248 1,044,000 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 274,817 298,000 16,489 18,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 8,093,539 8,443,000 594,394 618,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 84,487,048千円 38,238,144千円 7,017,950千円 103,218千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 53,230,737千円 90,520,910千円 13,496,957千円 62,019千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.58   0.42   0.51   1.66   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

 

＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 90 48 136 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングス、株式会社関西みらいフィナンシャルグループです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 1,001,004 4,201,640 5,830,196 

ＲＭ国内リートマザーファンド 999,648 918,821 1,261,634 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 2,902,849 1,408,045 2,738,367 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 515,406 683,516 1,110,919 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 397,667 1,334,825 1,892,782 

ＲＭ国内債券マザーファンド 5,764,666 7,499,799 7,856,040 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 4,117,975 4,010,310 4,366,826 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 772,759 1,031,087 1,110,275 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 21,228,186 28,727,330 29,528,823 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○投資信託財産の構成 (2022年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 5,830,196 10.4 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,261,634 2.3 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 2,738,367 4.9 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 1,110,919 2.0 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,892,782 3.4 

ＲＭ国内債券マザーファンド 7,856,040 14.0 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 4,366,826 7.8 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 1,110,275 2.0 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 29,528,823 52.7 

コール・ローン等、その他 364,483 0.5 

投資信託財産総額 56,060,345 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（120,003,971千円）の投資信託財産総額（122,359,491千円）

に対する比率は98.1％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（18,823,722千円）の投資信託財産総額（19,163,134千円）に

対する比率は98.2％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（27,306,164千円）の投資信託財産総額（27,612,472千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（47,198,626千円）の投資信託財産総額（47,323,840千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（7,128,338千円）の投資信託財産総額（7,291,147千円）に対

する比率は97.8％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（296,514,369千円）の投資信託財産総額

（300,984,628千円）に対する比率は98.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=114.01円、1カナダドル=90.23

円、1メキシコペソ=5.5334円、1ブラジルレアル=20.7561円、1チリペソ=0.141169円、1コロンビアペソ=0.028683円、1ユーロ=129.06

円、1英ポンド=153.70円、1スイスフラン=124.68円、1スウェーデンクローナ=12.30円、1ノルウェークローネ=12.69円、1デンマークク

ローネ=17.33円、1トルコリラ=8.4609円、1チェココルナ=5.256円、1ハンガリーフォリント=0.357246円、1ポーランドズロチ=28.2676

円、1ロシアルーブル=1.44円、1オーストラリアドル=81.65円、1ニュージーランドドル=76.35円、1香港ドル=14.64円、1シンガポール

ドル=84.86円、1マレーシアリンギット=27.2221円、1タイバーツ=3.45円、1フィリピンペソ=2.2222円、1インドネシアルピア=0.008円、

1韓国ウォン=0.0954円、1新台湾ドル=4.1154円、1中国元=18.0064円、1オフショア人民元=18.0078円、1インドルピー=1.54円、1イスラ

エルシュケル=36.0642円、1クウェートディナール=377.77円、1サウジアラビアリアル=30.44円、1カタールリアル=31.22円、1南アフリ

カランド=7.49円、1アラブディルハム=30.99円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 56,060,345,794   

 コール・ローン等 364,480,197   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 5,830,196,380   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 1,261,634,099   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 2,738,367,460   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 1,110,919,321   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 1,892,782,515   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 7,856,040,414   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 4,366,826,867   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 1,110,275,088   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 29,528,823,453   

(B) 負債 215,156,385   

 未払解約金 32,803,878   

 未払信託報酬 180,011,458   

 未払利息 988   

 その他未払費用 2,340,061   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 55,845,189,409   

 元本 50,216,725,579   

 次期繰越損益金 5,628,463,830   

(D) 受益権総口数 50,216,725,579口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,121円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は38,603,532,857円、期中追加設定元

本額は17,991,903,564円、期中一部解約元本額は6,378,710,842

円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.1121円です。 

○損益の状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      351,097   

 支払利息 △      351,097   

(B) 有価証券売買損益 487,112,222   

 売買益 1,674,037,109   

 売買損 △1,186,924,887   

(C) 信託報酬等 △  337,773,245   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 148,987,880   

(E) 前期繰越損益金 1,751,461,143   

(F) 追加信託差損益金 3,728,014,807   

 (配当等相当額) (  3,109,272,564)  

 (売買損益相当額) (    618,742,243)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 5,628,463,830   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 5,628,463,830   

 追加信託差損益金 3,728,014,807   

 (配当等相当額) (  3,125,173,708)  

 (売買損益相当額) (    602,841,099)  

 分配準備積立金 2,240,787,943   

 繰越損益金 △  340,338,920   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（489,326,800

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定す

る収益調整金（3,387,675,887円）および分配準備積立金

（1,751,461,143円）より分配対象収益は5,628,463,830円（１万

口当たり1,120円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

  



品 名：01_90150_120001_120002_120003_006_03_りそなラップ型ファンド（安定型）（安定成長型）（成長型）【3 冊合冊】_901341.docx 

日 時：2022/3/2 10:42:00 

ページ：15 

 

－ 15 － 

りそなラップ型ファンド（安定型） 

○お知らせ 

・投資する親投資信託の名称変更に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2021年４月24日） 

・2021年12月末のLIBOR公表停止に伴い、運用の基本方針 2.運用方法に記載している短期金利指標を変更す

るため、約款に所要の変更を行いました。（2021年10月26日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内債券マザーファンド、ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあ

り）、ＲＭ先進国債券マザーファンド、ＲＭ新興国債券マザーファンド、ＲＭ国内株式マザーファンド、ＲＭ

先進国株式マザーファンド、ＲＭ新興国株式マザーファンド、ＲＭ国内リートマザーファンドおよびＲＭ先

進国リートマザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・ファンド名称の冒頭部分の「ＲＡＭ」を「ＲＭ」に変更するため、約款に所要の変更を行いました。（2021年

４月24日） 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 
愛称：R246（安定成長型） 

 

 
第６期（決算日 2022年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託証券
ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定
性と成長性のバランスを重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
２期(2018年１月25日) 11,092 0 8.2 31.4 1.6 52.4 13.4 13,222 
３期(2019年１月25日) 10,460 0 △5.7 25.5 1.4 61.1 10.8 15,814 
４期(2020年１月27日) 11,280 0 7.8 31.7 5.7 46.7 14.9 21,818 
５期(2021年１月25日) 11,726 0 4.0 36.5 7.8 46.9 7.5 27,905 
６期(2022年１月25日) 12,410 0 5.8 37.8 2.9 48.8 9.3 46,339  

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2021年１月25日 11,726 － 36.5 7.8 46.9 7.5 

１月末 11,682 △ 0.4 36.0 8.2 47.1 7.7 
２月末 11,740 0.1 36.2 7.4 47.9 7.7 
３月末 12,068 2.9 36.8 5.1 48.7 9.3 
４月末 12,208 4.1 36.9 5.0 48.0 9.4 
５月末 12,296 4.9 37.1 4.7 48.1 9.3 
６月末 12,443 6.1 35.6 6.1 48.0 9.2 
７月末 12,506 6.7 38.5 2.9 47.7 9.2 
８月末 12,629 7.7 38.0 3.8 47.5 9.4 
９月末 12,513 6.7 37.7 3.8 48.3 9.3 
10月末 12,807 9.2 39.4 2.8 47.7 9.5 
11月末 12,707 8.4 37.8 3.5 48.2 9.2 
12月末 12,897 10.0 38.9 3.2 48.0 9.5 
(期  末)       

2022年１月25日 12,410 5.8 37.8 2.9 48.8 9.3  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○運用経過 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末11,726円から当期末12,410

円となり、684円の値上がりとなりました。特に先進国株式が基準価額の主な値上がり要因となりました。 

投資対象とする資産の当期間の値動きは、先進国リート、先進国株式、国内リート、国内株式、先進国債券

（為替ヘッジなし）が上昇した一方、先進国債券（為替ヘッジあり）、新興国株式、国内債券、新興国債券は下

落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、主要海外金利の上昇や、

日銀の長期金利変動許容幅の拡大観測の強まりを背景に、長期金利は一時0.1％台後半まで上昇しました。期

央には、度重なる緊急事態宣言の発令・延長による景気回復の後ずれ懸念の高まりから、国内の金利水準は低

下しました。期末にかけて、主要国中央銀行の金融政策正常化の前倒し観測の影響を受けて、国内の長期金利

は水準を切り上げました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期前半は、新型コロナワクチン

の接種進展に伴う景気見通しの改善期待から主要国金利は上昇しました。その後、世界的な新型コロナウイル

ス変異株の感染拡大による景気回復の後ずれ懸念の高まりから金利が低下する場面も見られました。期末に

かけて、米国を中心に高インフレ環境の長期化懸念等に伴う中央銀行による早期利上げ観測が強まり、長期金

利は上昇しました。ドイツでは、10年国債利回りが2019年以来となる０％を上回る局面も見られました。 

 

新興国債券市況 

新興国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。新型コロナワクチンの普及見通

しに不透明感が残る中、期後半には、資源価格上昇や通貨安進展などによるインフレ高進を受けて、金融政策

の引き締めが進みました。地域別では、南アフリカでは財務状況の改善を受けて債券格付け見通しが改善する

中、期末にかけて政策金利の引き上げが進み、長期金利は上昇しました。ブラジルではインフレ高進を受けて

期を通じて中央銀行は利上げを進め、金利は上昇基調となりました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、新型コロナワクチンの接種進展や堅調な企業

業績が支援材料となり、日経平均株価は約30年ぶりに30,000円台を回復しました。その後、度重なる緊急事態

宣言等の発令・延長による景気回復の後ずれ懸念の高まりから、上昇圧力に乏しい展開が続きました。2021年

９月には菅首相（当時）の次期自民党総裁選挙への不出馬表明をきっかけに一時騰勢が強まる場面も見られま

したが、期末にかけてＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）をはじめとする主要国中央銀行の金融政策正常化加速

に伴い、上昇幅を縮小しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は大規模な財政・金融支援策継続や新型コロ

ナワクチンの接種進展が支援材料となり、先進国株式は上昇基調となりました。期後半には、新型コロナウイ

ルス変異株の感染拡大による景気回復の後ずれ懸念から変動率が一時高まりましたが、堅調な企業業績を背

景に上昇基調を維持しました。期末にかけて、世界的に経済活動の正常化が進む中で米国を中心に高インフレ

環境の長期化懸念等に伴う早期利上げ観測を受け、金利動向に敏感な大型成長株を中心に売り圧力が強まり、

上昇幅を縮小しました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して下落しました。新型コロナワクチンの普及見通しに不透明感が残る

投資環境 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

中、金融政策支援の縮小などから下落しました。地域別では、指数構成比率の高い中国では経済減速が続く中、

大手不動産会社の債務不安問題や金融市場への規制強化懸念の強まりから株式市場は変動率の高い展開とな

りました。台湾では、主要国の金利上昇圧力が逆風となる中、世界的な半導体需要の強さを支援材料に上昇し

ました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、新型コロナワクチンの接種進展や主要国

の大規模な財政・金融支援策継続が支援材料となり上昇しました。期後半は、経済活動の正常化が進む一方、

主要国の金利上昇が嫌気され、徐々に水準を切り下げました。期末にかけて、主要国における金融政策正常化

の前倒し観測から東証リート指数は上昇幅を縮小しました。用途別指数では、期末にかけて新型コロナウイル

ス変異株の感染拡大を受け、オフィス指数の下落が目立ちました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、大規模な財政・金融支援策継続や新型

コロナワクチンの接種進展が支援材料となり上昇しました。セクター別では、感染抑制に伴う行動制限緩和期

待からホテル・娯楽・リゾートセクターの上昇が目立ちました。その後も、経済活動の正常化進展を支援材料

に上昇基調を維持しました。期末にかけて、米国を中心とする主要国中央銀行の金融政策正常化観測の強まり

を受けた主要国金利上昇が嫌気され、期末にかけて上昇幅を縮小する展開となりました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期前半は、米長期金利上昇が主導する形で期初時点の１米ドル＝104円台から110円台近辺

まで円安が進みました。期後半は、世界的な株式市場の不安定化に対して円が選好される場面も見られました

が、米国における高インフレ環境の長期化懸念からＦＲＢによる利上げ前倒し観測が強まり、一時は2017年１

月以来となる１米ドル＝116円台まで米ドル高円安が進行しました。 

ユーロに対して、期前半は、ユーロ圏地域のワクチン接種加速や欧州復興基金の運用開始に伴う景気回復期

待からユーロ高円安が進みました。期後半には、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が利上げに慎重な姿勢を維持したこ

となどを受けて、ユーロ高円安の動きは一巡しました。 

新興国通貨は円に対しては通貨高となり、米ドルに対しては通貨安となりました。地域別では、中国は過去

最大規模の貿易収支黒字が元高圧力の要因となる中、対米ドル、対円ともに元高が進みました。トルコは2002

年以来の高インフレ環境にも関わらず、2021年９月以降、利下げを余儀なくされたことが嫌気され、対米ドル

では12月に過去最安値を更新しました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 
  

当ファンドのポートフォリオ 
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基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2021年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。次回の見直しは2022年３月頃を予定しています。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式、国内リー

トの魅力度を引上げ、国内債券、国内株式、先進国リートの魅力度を引下げとしていました。 

期中において、主要国・地域のマクロ分析や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変

更を実施しました。当期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、国内株式、国内リートの魅力度

を引上げ、国内債券、先進国株式、先進国リートの魅力度を引下げとしています。魅力度を変更する資産の配

分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。また、ベンチマークとの連動性を高めるため、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 
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ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しま

した。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しまし

た。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 



品 名：02_90150_120001_120002_120003_006_03_りそなラップ型ファンド（安定型）（安定成長型）（成長型）【3 冊合冊】_901341.docx 

日 時：2022/3/2 13:29:00 

ページ：23 

 

－ 23 － 

りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2021年１月26日～ 
2022年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,410  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した成長を目指して運用を行いま

す。各マザーファンド受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利

（無担保コールＯ／Ｎ物レート（確報））＋４％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））

の追求および当ファンド全体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するととも

に、投資環境に応じて運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2022年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

分配金 
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ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 136  1.100  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 65)  (0.528)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 65)  (0.528)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.010   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.004)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.002)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.004)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.005   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.004)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.033   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.022)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.002)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 142   1.148    

期中の平均基準価額は、12,374円です。  
 

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.13％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 7,030,646 9,787,000 3,809,884 5,578,000 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,813,991 2,560,000 1,528,705 2,105,000 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 4,221,753 7,728,000 4,808,405 8,239,000 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 651,448 1,073,000 202,949 342,000 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 2,497,727 2,872,000 1,750,332 2,021,000 
ＲＭ国内債券マザーファンド 1,643,390 1,728,000 76,230 80,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 335,364 366,000 11,245 12,000 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 355,598 387,000 10,073 11,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 8,365,343 8,715,000 456,325 480,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 84,487,048千円 38,238,144千円 7,017,950千円 103,218千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 53,230,737千円 90,520,910千円 13,496,957千円 62,019千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.58   0.42   0.51   1.66   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

 

＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 90 48 136 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングス、株式会社関西みらいフィナンシャルグループです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 621,505 3,842,266 5,331,529 

ＲＭ国内リートマザーファンド 656,602 941,888 1,293,306 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 6,460,819 5,874,167 11,424,081 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 968,977 1,417,476 2,303,825 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 579,903 1,327,298 1,882,109 

ＲＭ国内債券マザーファンド 2,035,496 3,602,656 3,773,782 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 515,361 839,480 914,110 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 504,162 849,687 914,943 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 9,894,579 17,803,597 18,300,318 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○投資信託財産の構成 (2022年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 5,331,529 11.4 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,293,306 2.8 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 11,424,081 24.5 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 2,303,825 4.9 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,882,109 4.0 

ＲＭ国内債券マザーファンド 3,773,782 8.1 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 914,110 2.0 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 914,943 2.0 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 18,300,318 39.3 

コール・ローン等、その他 449,802 1.0 

投資信託財産総額 46,587,805 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（120,003,971千円）の投資信託財産総額（122,359,491千円）

に対する比率は98.1％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（18,823,722千円）の投資信託財産総額（19,163,134千円）に

対する比率は98.2％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（27,306,164千円）の投資信託財産総額（27,612,472千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（47,198,626千円）の投資信託財産総額（47,323,840千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（7,128,338千円）の投資信託財産総額（7,291,147千円）に対

する比率は97.8％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（296,514,369千円）の投資信託財産総額

（300,984,628千円）に対する比率は98.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=114.01円、1カナダドル=90.23

円、1メキシコペソ=5.5334円、1ブラジルレアル=20.7561円、1チリペソ=0.141169円、1コロンビアペソ=0.028683円、1ユーロ=129.06

円、1英ポンド=153.70円、1スイスフラン=124.68円、1スウェーデンクローナ=12.30円、1ノルウェークローネ=12.69円、1デンマークク

ローネ=17.33円、1トルコリラ=8.4609円、1チェココルナ=5.256円、1ハンガリーフォリント=0.357246円、1ポーランドズロチ=28.2676

円、1ロシアルーブル=1.44円、1オーストラリアドル=81.65円、1ニュージーランドドル=76.35円、1香港ドル=14.64円、1シンガポール

ドル=84.86円、1マレーシアリンギット=27.2221円、1タイバーツ=3.45円、1フィリピンペソ=2.2222円、1インドネシアルピア=0.008円、

1韓国ウォン=0.0954円、1新台湾ドル=4.1154円、1中国元=18.0064円、1オフショア人民元=18.0078円、1インドルピー=1.54円、1イスラ

エルシュケル=36.0642円、1クウェートディナール=377.77円、1サウジアラビアリアル=30.44円、1カタールリアル=31.22円、1南アフリ

カランド=7.49円、1アラブディルハム=30.99円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 46,587,805,647   

 コール・ローン等 449,798,825   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 5,331,529,332   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 1,293,306,856   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 11,424,081,372   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 2,303,825,098   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 1,882,109,810   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 3,773,782,405   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 914,110,186   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 914,943,492   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 18,300,318,271   

(B) 負債 248,399,666   

 未払解約金 12,808,854   

 未払信託報酬 233,766,298   

 未払利息 1,220   

 その他未払費用 1,823,294   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 46,339,405,981   

 元本 37,339,730,017   

 次期繰越損益金 8,999,675,964   

(D) 受益権総口数 37,339,730,017口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,410円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は23,798,785,252円、期中追加設定元

本額は18,505,700,189円、期中一部解約元本額は4,964,755,424

円です。 

（注）当期末の１口当たり純資産額は1.2410円です。 

○損益の状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      301,178   

 支払利息 △      301,178   

(B) 有価証券売買損益 1,698,580,162   

 売買益 2,622,488,839   

 売買損 △  923,908,677   

(C) 信託報酬等 △  413,376,554   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,284,902,430   

(E) 前期繰越損益金 2,077,310,983   

(F) 追加信託差損益金 5,637,462,551   

 (配当等相当額) (  4,878,436,851)  

 (売買損益相当額) (    759,025,700)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,999,675,964   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,999,675,964   

 追加信託差損益金 5,637,462,551   

 (配当等相当額) (  4,895,495,952)  

 (売買損益相当額) (    741,966,599)  

 分配準備積立金 3,362,213,413   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（466,667,481

円）、費用控除後の有価証券等損益額（818,234,949円）、信託約

款に規定する収益調整金（5,637,462,551円）および分配準備積

立金（2,077,310,983円）より分配対象収益は8,999,675,964円

（１万口当たり2,410円）ですが、当期に分配した金額はありま

せん。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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りそなラップ型ファンド（安定成長型） 

○お知らせ 

・投資する親投資信託の名称変更に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2021年４月24日） 

・2021年12月末のLIBOR公表停止に伴い、運用の基本方針 2.運用方法に記載している短期金利指標を変更す

るため、約款に所要の変更を行いました。（2021年10月26日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内債券マザーファンド、ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあ

り）、ＲＭ先進国債券マザーファンド、ＲＭ新興国債券マザーファンド、ＲＭ国内株式マザーファンド、ＲＭ

先進国株式マザーファンド、ＲＭ新興国株式マザーファンド、ＲＭ国内リートマザーファンドおよびＲＭ先

進国リートマザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・ファンド名称の冒頭部分の「ＲＡＭ」を「ＲＭ」に変更するため、約款に所要の変更を行いました。（2021年

４月24日） 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 
愛称：R246（成長型） 

 

 
第６期（決算日 2022年１月25日） 

  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 信 託 期 間 2016年２月26日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式・上場投資信託
証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含む。）への分散投資を行い、信託財産の中長
期的な成長性を重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

りそなラップ型ファンド（成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド ・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ先進国債券マザーファンド ・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている

新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ国内株式マザーファンド ・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている先進国株式等（日本の株式を除きま

す。以下同じ。） 
・先進国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協

会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信
託証券（一般社団法人投資信託協会規則に規定する不動産投資信託証券をいいます。） 

・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券） 

主 な 
投 資 制 限 

りそなラップ型ファンド（成長型） 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド 外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭ先進国債券マザーファンド 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式マザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は、行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合に
は、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
２期(2018年１月25日) 12,340 0 12.8 64.1 2.8 3.7 28.7 5,569 
３期(2019年１月25日) 11,363 0 △ 7.9 66.6 3.2 3.9 25.9 7,562 
４期(2020年１月27日) 13,102 0 15.3 55.0 14.0 3.9 26.3 11,154 
５期(2021年１月25日) 13,197 0 0.7 55.5 11.2 12.2 19.5 14,999 
６期(2022年１月25日) 14,980 0 13.5 66.3 5.7 13.7 13.3 25,917  

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2021年１月25日 13,197 － 55.5 11.2 12.2 19.5 

１月末 13,107 △ 0.7 55.0 11.8 12.4 20.3 
２月末 13,471 2.1 55.4 10.6 12.5 20.3 
３月末 14,115 7.0 63.4 10.0 13.3 13.2 
４月末 14,470 9.6 63.4 9.7 13.1 13.3 
５月末 14,634 10.9 63.9 9.1 13.2 13.2 
６月末 14,917 13.0 60.9 12.0 13.1 13.1 
７月末 14,919 13.0 67.4 5.8 13.1 13.2 
８月末 15,167 14.9 65.8 7.4 13.0 13.3 
９月末 15,002 13.7 65.7 7.0 13.3 13.4 
10月末 15,681 18.8 67.9 5.4 13.0 13.4 
11月末 15,457 17.1 65.6 6.8 13.4 13.4 
12月末 15,933 20.7 66.5 6.3 12.7 13.3 
(期  末)       

2022年１月25日 14,980 13.5 66.3 5.7 13.7 13.3  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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○運用経過 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

各マザーファンドを通じて投資を行った結果、当ファンドの基準価額は前期末13,197円から当期末14,980

円となり、1,783円の値上がりとなりました。特に先進国株式が基準価額の主な値上がり要因となりました。 

投資対象とする資産の当期間の値動きは、先進国リート、先進国株式、国内リート、国内株式、先進国債券

（為替ヘッジなし）が上昇した一方、先進国債券（為替ヘッジあり）、新興国株式、国内債券、新興国債券は下

落しました。 

  

期中の基準価額等の推移 
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国内債券市況 

国内の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、主要海外金利の上昇や、

日銀の長期金利変動許容幅の拡大観測の強まりを背景に、長期金利は一時0.1％台後半まで上昇しました。期

央には、度重なる緊急事態宣言の発令・延長による景気回復の後ずれ懸念の高まりから、国内の金利水準は低

下しました。期末にかけて、主要国中央銀行の金融政策正常化の前倒し観測の影響を受けて、国内の長期金利

は水準を切り上げました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期前半は、新型コロナワクチン

の接種進展に伴う景気見通しの改善期待から主要国金利は上昇しました。その後、世界的な新型コロナウイル

ス変異株の感染拡大による景気回復の後ずれ懸念の高まりから金利が低下する場面も見られました。期末に

かけて、米国を中心に高インフレ環境の長期化懸念等に伴う中央銀行による早期利上げ観測が強まり、長期金

利は上昇しました。ドイツでは、10年国債利回りが2019年以来となる０％を上回る局面も見られました。 

 

新興国債券市況 

新興国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。新型コロナワクチンの普及見通

しに不透明感が残る中、期後半には、資源価格上昇や通貨安進展などによるインフレ高進を受けて、金融政策

の引き締めが進みました。地域別では、南アフリカでは財務状況の改善を受けて債券格付け見通しが改善する

中、期末にかけて政策金利の引き上げが進み、長期金利は上昇しました。ブラジルではインフレ高進を受けて

期を通じて中央銀行は利上げを進め、金利は上昇基調となりました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、新型コロナワクチンの接種進展や堅調な企業

業績が支援材料となり、日経平均株価は約30年ぶりに30,000円台を回復しました。その後、度重なる緊急事態

宣言等の発令・延長による景気回復の後ずれ懸念の高まりから、上昇圧力に乏しい展開が続きました。2021年

９月には菅首相（当時）の次期自民党総裁選挙への不出馬表明をきっかけに一時騰勢が強まる場面も見られま

したが、期末にかけてＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）をはじめとする主要国中央銀行の金融政策正常化加速

に伴い、上昇幅を縮小しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は大規模な財政・金融支援策継続や新型コロ

ナワクチンの接種進展が支援材料となり、先進国株式は上昇基調となりました。期後半には、新型コロナウイ

ルス変異株の感染拡大による景気回復の後ずれ懸念から変動率が一時高まりましたが、堅調な企業業績を背

景に上昇基調を維持しました。期末にかけて、世界的に経済活動の正常化が進む中で米国を中心に高インフレ

環境の長期化懸念等に伴う早期利上げ観測を受け、金利動向に敏感な大型成長株を中心に売り圧力が強まり、

上昇幅を縮小しました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して下落しました。新型コロナワクチンの普及見通しに不透明感が残る

投資環境 
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中、金融政策支援の縮小などから下落しました。地域別では、指数構成比率の高い中国では経済減速が続く中、

大手不動産会社の債務不安問題や金融市場への規制強化懸念の強まりから株式市場は変動率の高い展開とな

りました。台湾では、主要国の金利上昇圧力が逆風となる中、世界的な半導体需要の強さを支援材料に上昇し

ました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、新型コロナワクチンの接種進展や主要国

の大規模な財政・金融支援策継続が支援材料となり上昇しました。期後半は、経済活動の正常化が進む一方、

主要国の金利上昇が嫌気され、徐々に水準を切り下げました。期末にかけて、主要国における金融政策正常化

の前倒し観測から東証リート指数は上昇幅を縮小しました。用途別指数では、期末にかけて新型コロナウイル

ス変異株の感染拡大を受け、オフィス指数の下落が目立ちました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、大規模な財政・金融支援策継続や新型

コロナワクチンの接種進展が支援材料となり上昇しました。セクター別では、感染抑制に伴う行動制限緩和期

待からホテル・娯楽・リゾートセクターの上昇が目立ちました。その後も、経済活動の正常化進展を支援材料

に上昇基調を維持しました。期末にかけて、米国を中心とする主要国中央銀行の金融政策正常化観測の強まり

を受けた主要国金利上昇が嫌気され、期末にかけて上昇幅を縮小する展開となりました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期前半は、米長期金利上昇が主導する形で期初時点の１米ドル＝104円台から110円台近辺

まで円安が進みました。期後半は、世界的な株式市場の不安定化に対して円が選好される場面も見られました

が、米国における高インフレ環境の長期化懸念からＦＲＢによる利上げ前倒し観測が強まり、一時は2017年１

月以来となる１米ドル＝116円台まで米ドル高円安が進行しました。 

ユーロに対して、期前半は、ユーロ圏地域のワクチン接種加速や欧州復興基金の運用開始に伴う景気回復期

待からユーロ高円安が進みました。期後半には、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が利上げに慎重な姿勢を維持したこ

となどを受けて、ユーロ高円安の動きは一巡しました。 

新興国通貨は円に対しては通貨高となり、米ドルに対しては通貨安となりました。地域別では、中国は過去

最大規模の貿易収支黒字が元高圧力の要因となる中、対米ドル、対円ともに元高が進みました。トルコは2002

年以来の高インフレ環境にも関わらず、2021年９月以降、利下げを余儀なくされたことが嫌気され、対米ドル

では12月に過去最安値を更新しました。 

 

 

当ファンドは、主として各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の

債券・株式・上場投資信託証券ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等（上場投資信託証券を含

む。）への分散投資を行い、信託財産の中長期的な成長性を重視した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 
  

当ファンドのポートフォリオ 
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基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2021年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。次回の見直しは2022年３月頃を予定しています。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式、国内リー

トの魅力度を引上げ、国内債券、国内株式、先進国リートの魅力度を引下げとしていました。 

期中において、主要国・地域のマクロ分析や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変

更を実施しました。当期末時点の資産配分は先進国債券（為替ヘッジあり）、国内株式、国内リートの魅力度

を引上げ、国内債券、先進国株式、先進国リートの魅力度を引下げとしています。魅力度を変更する資産の配

分比率は、下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

国内の債券を主要投資対象とし、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指してファン

ドの特性値（満期構成やデュレーション（金利感応度））をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを

構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。また、ベンチマークとの連動性を高めるため、投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行いました。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

日本を除く先進国の債券を主要投資対象とし、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（通貨構成、満期構成、デュレーション（金利感応度））

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。債券組入比率は期を通じて高位に維持し

ました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。ＥＴＦへの投資を通じて実質債券組入比率は期を通じて高位に維持しました。

なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指

してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。

株式組入比率は期を通じて高位に維持しました。 
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ＲＭ先進国株式マザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）

の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概

ね一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しま

した。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。先物を含めた実質株式組入比率は期を通じて高位に維持しまし

た。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。不動産投資信託証券の組入比率は期を通じて高位に維持しました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。不動産投資信託証券の組入比率は期を

通じて高位に維持しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2021年１月26日～ 
2022年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,979  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益証券への投資

比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保コールＯ／Ｎ物レート（確報））

＋６％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全体の下方リ

スク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用期間中も変

更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2022年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド 

引き続き、主としてＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合に採用されている国内の債券に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩ総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に採用されている先進国

の債券に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円ベース）の動きに連動する投資成果を

目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

分配金 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 

引き続き、主としてFTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）に採用されている先進国の債券

に投資し、FTSE世界国債インデックス（除く日本、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用

を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式マザーファンド 

引き続き、主として東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）に採用されている国内の株式に投資し、東証株

価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている日本を除

く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資

成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 178  1.210  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 86)  (0.583)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 86)  (0.583)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.018   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.007)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.008)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.010   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.008)   

 （ 新 株 予 約 権 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.002)   

（d） そ の 他 費 用 7   0.046   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  5)  (0.033)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.004)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 190   1.284    

期中の平均基準価額は、14,739円です。  
 

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.25％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○売買及び取引の状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内株式マザーファンド 4,071,392 5,685,000 2,434,396 3,553,000 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,101,741 1,568,000 832,432 1,146,000 
ＲＭ先進国株式マザーファンド 4,291,927 7,805,000 2,513,355 4,304,000 
ＲＭ新興国株式マザーファンド 827,388 1,366,000 75,355 128,000 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 833,480 989,000 1,583,224 1,827,000 
ＲＭ国内債券マザーファンド 116,035 122,000 3,818 4,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド 210,430 230,000 6,557 7,000 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 226,141 247,000 6,442 7,000 
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 1,482,731 1,543,000 51,706 54,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ国内株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式 
マザーファンド 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 84,487,048千円 38,238,144千円 7,017,950千円 103,218千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 53,230,737千円 90,520,910千円 13,496,957千円 62,019千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.58   0.42   0.51   1.66   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

 

＜ＲＭ国内株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 90 48 136 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングス、株式会社関西みらいフィナンシャルグループです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内株式マザーファンド 838,236 2,475,233 3,434,633 

ＲＭ国内リートマザーファンド 530,267 799,576 1,097,899 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 4,752,507 6,531,079 12,701,643 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 957,416 1,709,449 2,778,368 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,856,311 1,106,566 1,569,110 

ＲＭ国内債券マザーファンド 136,725 248,943 260,768 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 277,031 480,904 523,657 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 270,988 490,687 528,372 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 1,330,082 2,761,107 2,838,142 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○投資信託財産の構成 (2022年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内株式マザーファンド 3,434,633 13.2 

ＲＭ国内リートマザーファンド 1,097,899 4.2 

ＲＭ先進国株式マザーファンド 12,701,643 48.7 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 2,778,368 10.7 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 1,569,110 6.0 

ＲＭ国内債券マザーファンド 260,768 1.0 

ＲＭ先進国債券マザーファンド 523,657 2.0 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 528,372 2.0 

ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 2,838,142 10.9 

コール・ローン等、その他 337,560 1.3 

投資信託財産総額 26,070,152 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ先進国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（120,003,971千円）の投資信託財産総額（122,359,491千円）

に対する比率は98.1％です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（18,823,722千円）の投資信託財産総額（19,163,134千円）に

対する比率は98.2％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（27,306,164千円）の投資信託財産総額（27,612,472千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（47,198,626千円）の投資信託財産総額（47,323,840千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（7,128,338千円）の投資信託財産総額（7,291,147千円）に対

する比率は97.8％です。 

（注） ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（296,514,369千円）の投資信託財産総額

（300,984,628千円）に対する比率は98.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=114.01円、1カナダドル=90.23

円、1メキシコペソ=5.5334円、1ブラジルレアル=20.7561円、1チリペソ=0.141169円、1コロンビアペソ=0.028683円、1ユーロ=129.06

円、1英ポンド=153.70円、1スイスフラン=124.68円、1スウェーデンクローナ=12.30円、1ノルウェークローネ=12.69円、1デンマークク

ローネ=17.33円、1トルコリラ=8.4609円、1チェココルナ=5.256円、1ハンガリーフォリント=0.357246円、1ポーランドズロチ=28.2676

円、1ロシアルーブル=1.44円、1オーストラリアドル=81.65円、1ニュージーランドドル=76.35円、1香港ドル=14.64円、1シンガポール

ドル=84.86円、1マレーシアリンギット=27.2221円、1タイバーツ=3.45円、1フィリピンペソ=2.2222円、1インドネシアルピア=0.008円、

1韓国ウォン=0.0954円、1新台湾ドル=4.1154円、1中国元=18.0064円、1オフショア人民元=18.0078円、1インドルピー=1.54円、1イスラ

エルシュケル=36.0642円、1クウェートディナール=377.77円、1サウジアラビアリアル=30.44円、1カタールリアル=31.22円、1南アフリ

カランド=7.49円、1アラブディルハム=30.99円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 26,070,152,355   

 コール・ローン等 337,556,661   

 ＲＭ国内株式マザーファンド(評価額) 3,434,633,394   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 1,097,899,175   

 ＲＭ先進国株式マザーファンド(評価額) 12,701,643,265   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 2,778,368,256   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 1,569,110,909   

 ＲＭ国内債券マザーファンド(評価額) 260,768,283   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド(評価額) 523,657,442   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 528,372,320   

 ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 2,838,142,650   

(B) 負債 152,589,093   

 未払解約金 7,818,493   

 未払信託報酬 143,750,457   

 未払利息 915   

 その他未払費用 1,019,228   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 25,917,563,262   

 元本 17,301,984,663   

 次期繰越損益金 8,615,578,599   

(D) 受益権総口数 17,301,984,663口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,980円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は11,366,135,316円、期中追加設定元

本額は8,389,590,851円、期中一部解約元本額は2,453,741,504

円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.4980円です。 

○損益の状況 (2021年１月26日～2022年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      169,637   

 支払利息 △      169,637   

(B) 有価証券売買損益 1,964,139,599   

 売買益 2,461,339,552   

 売買損 △  497,199,953   

(C) 信託報酬等 △  251,273,368   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,712,696,594   

(E) 前期繰越損益金 1,421,151,778   

(F) 追加信託差損益金 5,481,730,227   

 (配当等相当額) (  4,883,601,223)  

 (売買損益相当額) (    598,129,004)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,615,578,599   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,615,578,599   

 追加信託差損益金 5,481,730,227   

 (配当等相当額) (  4,892,874,236)  

 (売買損益相当額) (    588,855,991)  

 分配準備積立金 3,133,848,372   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（309,857,090

円）、費用控除後の有価証券等損益額（1,402,839,504円）、信託

約款に規定する収益調整金（5,481,730,227円）および分配準備

積立金（1,421,151,778円）より分配対象収益は8,615,578,599

円（１万口当たり4,979円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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りそなラップ型ファンド（成長型） 

○お知らせ 

・投資する親投資信託の名称変更に伴い、約款に所要の変更を行いました。（2021年４月24日） 

・2021年12月末のLIBOR公表停止に伴い、運用の基本方針 2.運用方法に記載している短期金利指標を変更す

るため、約款に所要の変更を行いました。（2021年10月26日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内債券マザーファンド、ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあ

り）、ＲＭ先進国債券マザーファンド、ＲＭ新興国債券マザーファンド、ＲＭ国内株式マザーファンド、ＲＭ

先進国株式マザーファンド、ＲＭ新興国株式マザーファンド、ＲＭ国内リートマザーファンドおよびＲＭ先

進国リートマザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・ファンド名称の冒頭部分の「ＲＡＭ」を「ＲＭ」に変更するため、約款に所要の変更を行いました。（2021年

４月24日） 
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